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五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込

ま
れ
る
悲
惨
な
犯
罪
が
報
道
さ
れ

る
。
市
報
に
よ
る
と
、
今
年
警
察

で
は
治
安
回
復
元
年
と
し
て
対
策

を
進
め
て
き
た
と
あ
る
が
、
ひ
っ

た
く
り
は
増
え
て
い
る
よ
う
だ
し
、

一
歩
間
違
う
と
命
に
関
わ
る
事
件

も
市
内
で
起
き
て
い
る
。�
ま
ず

市
民
が
自
ら
を
守
る
た
め
に
は
情

報
が
必
要
で
あ
る
。
犯
罪
の
手
口

の
説
明
や
防
護
の
仕
方
な
ど
情
報

の
充
実
を
図
ら
な
い
か
。�
多
摩

　

市
中
７
市
で
既
に
「
生
活
安
全

26条
例
」
を
持
っ
て
お
り
、
都
条
例

も　

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

10
生
活
の
安
全
確
保
は
行
政
の
基
本

政
策
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
。

�
退
職
後
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
地

域
を
改
め
て
知
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
パ
ト

ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
も
ら
う
方
法

を
検
討
し
な
い
か
。

　

総
務
部
長　
�
警
察
と
も
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
犯
罪
の
方
法
や

具
体
的
な
防
御
方
法
を
市
報
に
掲

載
し
た
い
。�
市
民
・
行
政
・
警

察
三
位
一
体
の
体
制
作
り
が
必
要
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
し
て
は
、
今

後
さ
ぐ
っ
て
い
き
た
い
。

　

市
長　
�
市
民
が
安
全
に
生
活

で
き
る
条
例
の
制
定
は
必
要
と
思

う
。
都
生
活
安
全
条
例
の
施
行
を

視
野
に
入
れ
、
市
民
生
活
の
安
全

の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

井
上
忠
男
（
日
本
共
産
党
）

　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事

業
で
計
画
さ
れ
て
い
る
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�
ど
ん
ち
ょ

う
を
つ
け
な
い
理
由
。�
現
在
の

公
会
堂
の
音
楽
の
利
用
状
況
。�

管
理
運
営
委
員
会
の
検
討
で
面
積

が
増
え
、
当
初　

億
円
の
建
設
費

55

が　

億
千
万
円
に
な
っ
た
の
は
お

66
か
し
い
。�
市
有
地
４
千　

㎡
を

534

２
千
㎡
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

床
と
交
換
す
る
理
由
。�
ど
う
し

て
公
会
堂
の
権
利
変
換
計
画
を
明

ら
か
に
し
な
い
の
か
。�
地
元
の

地
権
者
に
は
、
公
団
か
ら
権
利
変

換
計
画
の
計
算
書
が
配
布
さ
れ
て

い
る
。�
事
業
見
通
し
が
つ
く
ま

で
公
会
堂
は
受
け
付
け
る
べ
き
だ
。

　

文
化
施
設
開
設
担
当
課
長　
�

音
楽
を
中
心
と
し
た
施
設
な
の
で

つ
け
な
い
。�
　

人
の
管
理
運
営

10

委
員
会
に
建
設
検
討
委
員
６
人
が

入
っ
た
の
で
、
面
積
が
増
え
た
。

　

市
民
文
化
課
長　
�
平
成　

年
14

度
は　

件
中
、
音
楽
は　

件
。

306

53

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　
�
従
前

と
従
後
の
評
価
の
違
い
。�
取
得

費
用
の
概
算
は
示
し
た
。�
地
権

者
と
市
は
違
う
。

　

市
長　
�
管
理
検
討
委
員
会
で

当
初
の
５
千
㎡
の
面
積
が
５
千　
500

㎡
に
増
え
た
結
果
だ
。

■
こ
の
他
「
乳
幼
児
の
医
療
費
無

料
化
の
拡
充
」
に
つ
い
て
提
案
・

質
問
し
ま
し
た
。

駅
前
の
一
等
地
の
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
は
高
い
買
物

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　
�
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
本
格
稼
働
し
た
が
、
小
金
井

市
で
は
住
基
カ
ー
ド
手
数
料
条
例

が
議
会
の
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、

現
在
無
料
交
付
さ
れ
て
い
る
。
受

益
者
負
担
の
原
則
か
ら
残
念
な
議

決
だ
っ
た
。
さ
て
、
第
二
次
稼
働

で
市
民
の
利
便
性
は
向
上
す
る
か
。

更
に
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
時
期
は
い
つ
か
。

　

市
民
部
長　

全
国
ど
こ
で
も
住

民
票
が
取
れ
る
こ
と
、
引
越
し
の

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
カ
ー
ド
が
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
る
な
ど
の
効
果
が

あ
る
。
個
人
認
証
は
本
年
度
中
に

実
施
予
定
で
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
申
請
、
届
出
の
際
の
本
人
確
認

の
手
段
と
し
て
活
用
で
き
る
。

　
�
先
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
小
金

井
市
Ｉ
Ｔ
基
本
計
画
」
の
目
玉
は

何
か
。
障
害
者
や
高
齢
者
の
情
報

格
差
、
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
・
デ

バ
イ
ド
を
い
か
に
克
服
す
る
か
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
課
長　

行

政
の
み
な
ら
ず
市
民
や
地
域
の
企

業
、
大
学
な
ど
の
力
が
発
揮
で
き

る
よ
う
協
働
に
よ
る
地
域
情
報
化

が
特
徴
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
整
備
や
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
総
合
窓
口
の
構
築
で
あ
る
。

格
差
克
服
の
た
め
、
公
共
施
設
で

の
情
報
発
信
機
器
の
整
備
や
人
材

育
成
が
重
要
で
あ
る
。

情
報
技
術
の
進
展
で

小
金
井
は
再
生
で
き
る
か

稲
垣
庸
子
（
市
民
ウ
ェ
ブ
）

　

市
民
グ
ル
ー
プ
が
市
内
す
べ
て

の
公
園
調
査
を
し
た
結
果
、　

種
200

以
上
の
樹
種
が
植
え
ら
れ
て
お
り

敷
地
に
比
し
て
木
が
多
過
ぎ
た
り

清
掃
の
行
き
届
い
て
い
な
い
公
園

が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。�
公

園
管
理
の
現
状
は
。�
市
民
が
積

極
的
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
を
立
ち

上
げ
な
い
か
。�
公
園
台
帳
は
住

居
表
示
等
と
情
報
を
統
一
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

　

環
境
部
長　
�
約
８
千
万
円
か

け
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分
で
な
い
。

�
樹
木
の
伐
採
な
ど
管
理
を
し
た

い
と
い
う
市
民
要
望
も
あ
る
の
で

シ
ス
テ
ム
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

�
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

に
統
一
す
る
の
が
課
題
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、「
各
種
審
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
質
問
し
、
公
募
市

民
の
選
考
基
準
の
明
確
化
、
兼
職

禁
止
の
チ
ェ
ッ
ク
、
男
女
比
の
適

正
が
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
「
学
校
給
食
に
つ
い
て
」

質
問
し
た
。
多
様
化
し
た
現
在
で

は
、
給
食
の
目
的
も
変
化
し
、
こ

れ
か
ら
は
、
夏
休
み
の
給
食
な
ど
、

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
て
、
給
食

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
検
討
し
、

今
の
予
算
内
で
の
配
分
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

市
内
の
公
園
を
調
査
し
て

 　
　
　
　
 
高
木
真
人
（
改
革　

）
21

　

世
界
的
な
少
子
化
の
原
因
は
文

化
破
壊
を
狙
う
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

学
派
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
主
義
者
の

思
想
だ
と
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
指
摘
し

て
い
ま
す
。
こ
の
学
派
が
マ
ル
ク

ス
の
流
れ
を
く
む
が
、
資
本
家
に

代
わ
り
キ
リ
ス
ト
教
中
産
階
級
を

敵
に
し
「
セ
ッ
ク
ス
と
麻
薬
」
で

文
化
破
壊
を
し
ま
し
た
。
当
市
で

も
、
す
べ
て
の
学
校
に
男
女
混
合

名
簿
が
導
入
さ
れ
、
運
動
会
で
は

性
差
も
考
え
ず
に
男
女
一
緒
に
か

け
っ
こ
を
し
ま
す
。
男
女
平
等
教

育
に
名
を
借
り
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ

リ
ー
思
想
の
疑
い
が
あ
り
、
呼
称

も
そ
の
一
環
で
は
な
い
か
と
危
惧

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
部
教
員
が

児
童
同
士
に
「
さ
ん
」
呼
び
を
強

制
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

男
子
は
女
子
か
ら
学
校
で「
さ
ん
」、

外
で
「
く
ん
」
呼
び
さ
れ
困
惑
し

て
い
る
、ま
た
女
子
も
男
子
を「
さ

ん
」
呼
び
す
る
の
に
抵
抗
が
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
呼
称
は
日
本

の
ゆ
か
し
き
も
の
で
あ
り
、
男
女

差
別
と
は
全
く
次
元
の
異
な
る
も

の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
長　
「
さ
ん
」付
け
を
強
要

す
る
指
導
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
人

権
尊
重
の
視
点
か
ら
呼
び
捨
て
で

は
な
く
呼
称
を
つ
け
て
呼
ぶ
よ
う

に
指
導
し
て
い
ま
す
。
強
要
が
認

め
ら
れ
れ
ば
適
切
な
指
導
を
し
ま

す
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
と

児
童
呼
称
問
題
の
関
係

西
岡
真
一
郎
（
改
革
連
合
）

　

Ｊ
Ｒ
中
央
線
は
９
月　

日
に
仮

27

上
り
線
に
移
行
し
、
約
１
年
間
踏

切
が
延
長
さ
れ
、
開
か
ず
の
状
態

が
悪
化
す
る
。
特
に
小
金
井
街
道
、

公
会
堂
横
踏
切
は
大
幅
に
延
長
さ

れ
る
。
お
年
寄
り
や
障
害
者
は
極

め
て
危
険
。
歩
行
者
へ
の
安
全
対

策
が
緊
急
課
題
。
Ｊ
Ｒ
等
関
係
機

関
の
対
応
が
遅
い
と
認
識
せ
ざ
る

を
得
な
い
。�
主
要
踏
切
南
北
に

常
時
保
安
員
を
配
置
す
べ
き
。�

踏
切
内
中
央
部
に
待
避
場
を
設
置

し
、
常
時
保
安
員
を
配
置
す
べ
き
。

�
保
安
要
員
設
置
へ
の
財
政
負
担

整
理
は
。�
小
金
井
街
道
踏
切
北

西
部
区
域
、
小
金
井
市
公
会
堂
踏

切
南
側
の
横
断
歩
道
橋
脇
の
公
会

堂
敷
地
仕
切
り
乗
り
越
え
及
び
北

西
部
区
域
に
は
対
応
策
を
講
じ
る

べ
き
。

　

都
市
建
設
部
長　
�
�
情
報
連

絡
会
議
報
告
と
し
て
、
小
金
井
街

道
等
５
か
所
に
保
安
要
員
配
置
。

小
金
井
街
道
、
本
町
、
東
町
３
か

所
に
待
避
場
設
置
、
保
安
要
員
配

置
。�
連
続
立
体
交
差
事
業
費
の

負
担
。�
可
能
な
所
は
対
処
す
る
。

■
開
か
ず
の
踏
切
状
態
増
大
に
伴

う
車
両
渋
滞
悪
化
、
車
両
増
加
へ

の
近
隣
環
境
対
策
と
し
て
、
踏
切

付
近
限
定
に
て
行
政
の
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動
の
展
開
及
び

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
自
主
的
運
動
へ
の
理

解
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

地
域
社
会
の
安
全
な

市
民
生
活
の
た
め
に

Ｊ
Ｒ
踏
切
に
保
安
員
・

待
避
場
配
置
、安
全
対
策
を

緑が多い栗山公園
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